


































1/2，側，石反 (CaO)1;203，硫酸アγモニユ戸ム〈明日)2SO，) 1/2ω，硫酸マグネジュー ム
(MgSO"・7H20)1/2，ω0，硫黄 (S)1/2，∞0， ジュー 酸 (CCOOH)22H20)1/2，αX>， 
クエン酸 (C3H" (OH) (COOH~3+H20) 1/2，000， フター ル酸 (HOα2・C6H"・COOH)
1/2，飢X>，ピクリγ酸(OH・C6H2(NC2)3) 1/2，000，乳酸(CH3CH(OH) COOH) 1/2，0∞， 
硫竣 (H2S0，)1/20，000，塩酸 (HCl)1/20 ， 000および硝酸 (m~03) 町20 ，αm を，それぞれ
約5gの滋仁混ぜて前記土壌仁混和し漏水した. その後24時間経過して， 1区当り 5カ所の土
嬢を取り自然乾』燥せしめ冷離庫内仁貯え，ペトリ皿15簡を使用し3回調杏.した.培養基は蒸溜水
1∞Occ，砂糖20g，硫酸アソモニュー ム10g，硫酸銅 19，20万単位ぺ二Vリツ 1/10ω液 10
cc，寒天20gとした〈ベ二Vリンは胞子形成を促進せしめ菌叢の伸長を抑制するため培養基をペト










































































































































































っき仁雑菌の部【この実験の場合， 分離せられた Trichoderma以外の糸赦菌，Aspergillus 
niger， Penicillium italicum?， M岬 iliasρ.， Aψergillus sp. (No. 1， 2， 3) Penicillium sp. 
(No. 1. 2. 3. 4)， Fusarium sp. (No. 1，おおよび Alternariasp.)について見ると総合的
仁は，標準区および硫酸区仁おいて多く 4.13倍および3.7倍となっている.硫酸アンモニュー ム区，






















































前記Eの実験結果を基礎として縦54cm，巾 32cm，深さ 12cmの木箱 24箇を準備し4部，
24区仁区分し第3表に示す各々の配合培養基を入れ馬鈴薯煎汁培養基〈馬鈴薯200g砂糖15
g硫酸アンモニュー ム5g寒天20g)仁形成せしめた Trichoderrr.asp. 2418号菌株の分生胞子を接
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各械の区別酸性p か 2 
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論IV.結
Trichoderma sp. 2418号菌株では硫酸アンモニュー ム，









えって助長した.この場合酸性のため細菌は発育していなし1が，特仁 Pen;cilliumsp.， Pellicillium 








Aspergill悶 sp. Rhizotm sp. 
Penicillnm sp. Aゅergill山 sp. Rhizφus sp. 
A酔 rgillussp. Rhizotul sp 
RhizoJ刷ssp. Altenaria sp. 
6 Rhi%otUI， sp. Aゅe，.giU山 sp.
1 Rhizotul sp. d併 rgill回 sp
第J2 dゅergillul雪p.Rhizo戸ISsp 
3 Rhizotu.r sp. A.pergil:師 sp P割acillnmsp. 
ニ=、 A恥 ，.gillu.rsp. As，伊 gil叫 nigt，. Penicilllnn sp. 4 
-J 5 Aspergill回 niger Penicillum sp. 
8 
A￥陪rgillussp. Rhi%ゆ141sp. 




8 Rhizotu.r sp. Perricillum sp. 
Asμ，.gilltl sp. 
A駒 rgill叫 sp.Pt!nicillum 
Rhi%ゆ闘 sp d府 rgillωsp.
Pt!nicillum sp. Aゅergillumsp. 





アツモニュー ム， 2g，硫駿マグネジュー ム1gの配合区が最も良く， 無殺菌のままでも細菌の発
育はほとんどなく， 酸苦手温度も低く他の糸欽菌(雑菌〉も非常仁少なく完全な埼養仁近い. 醗
















4) Trichoゐrmaの増義仁対し最も問題仁なる維菌は Aゅergillussp.， (A. 1Igerを含む)，
Rhizoが"sp.であった.
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